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　乳幼児期における分離（SeparatiQn）と喪失でDeprfし
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㍗

これ燗する文献的研究及旗証騨糎一恥して行1

児童の精神発達面にっいてがイワ，脈b象墨タデ蛸を試み

鯨都内，．神痴II繭及び融疎内の酔誹の賄

所に依頼し，調査時慮で在園中φ3歳以下4）児童（心身

に醐のある児醜禽れか壁マ）塵いて；つぎの・

内容の統を行なった．1』　　ζン y　∵
』ll繍轟1△※1』受、

．

　3．在園期間
　4．ム園莇IF両親累外に輩育された経験

　ε　荘園屯璽騰堵的町行勤的問題い

　6．乳幼児精神発達調査（保母及び保護者が回答）

』その内容は，ら末尾資料1 ～2のとおり、である6菩i・ゐ

．1調査対象となづた保育所楼右上のと、声 ゆである。㌧二』

1，1覧れら，1435名のうち》内容的に分析の条件を欠いで・

いるものヒ、（日窯月齢，．在園期間等が不明Φ｛もり） 、糖神肇

達調査で保母または保護者Q曾ずれわ屡禾紀入の斡の）

を除き統計値を算出』した5一ドなおト豆Q値は』ン精神発達調、

査め発達領域毎に標準月齢1ζ基づき算出し，全体DQ値は∋

5領域の算術平均に嵐昼た。降ぐ・、1「・』
㌧
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表1．領域別DQ値及び性別DQ値の有意差

（F　　　検　　　定）

（丁検定）

　差

男　　　児 女　　　　児

領　　域
探　索

作

社会性

情緒

生　活

憤

量　　・蟻口　　　α口

理解

探　索

　作

社会性

・情緒

生　活

　慣

曽　　き五口　　　口口

理解

運動機能 喉串奉 掌章零 串寧零 掌零串
NS
、NS 寧“準 NS

探索操作 NS NS
宰零寧 NS NS NS

零宰ホ

社会性・情緒 NS NS NS NS
噛ホ家

生活習慣 NS NS
ホ串電

言語理解 寧串寧

寧

艸宰……1％水準　　宰・・…甲5％水準

表2・領域別，年齢別DQ値とその有意差

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

～　1歳1 歳6力羽 ～　2歳 2歳6か月 ～　3歳 3歳解
領域別，年齢別DQ値の有意差（F検定）

運
N 50 75 64 85 99 33

①×②，③，＠，⑤，⑥…卓糎
M
99．6 122．0 127．0 437．1 126．8 119．8

②×④…牌宰
×④…“累

能 SD
25．4 18．7 24．3 2L6 16．8 13．4

④×⑤，⑥…＊榊

×6…　電

探
N 49 75

㏄ 86 99 33
①x②，③，④，⑤…輪皐①×⑥…零

M 1D3．8 115．2 120．2 124．7 114．6 111．9 ②×④…＊牌

作 SD
19．9 25．1 22L6’・． 17．8 16．1 12．8

④×⑤，⑥…綿零

社会 N 50 73 64． 83 97 33
①×④…“

性・情 M 110．0 116．8 115．2 119．5 111．9 105．2
②x⑥…謝牌

x⑥…寧牌
緒
SD
26．3 19．1 19．4 24．1 21．3 16．1 ④x⑤…ホ，④x⑥…零帥

生 N、 50 73 63 83 97 31
①×④，⑤，⑥…榊寧

活習 M 101．5 106．5 106．7 1ユ8．5 12L1 12LO ②x④p⑤，⑥…零嚇　
③×④，⑤，⑥一・宰糊

慣 SD
17．5 17．5 19．2 24．4 17．7 14．．2

昔口蟻 N 50 73 64 86 99 33 ①x③，④，⑤，⑥…零零寧
悶・理 M 95．3 98．7 114．2 119．0 115．2 110．1

②文③，④，⑤，⑥…喀穐
×⑥一・廓

解 SD 16．9 18．6 22．8 22．1 13．9 7．0

糠壊…1彩水準，ホ5％水準

較したところ，表1のとおり，男児においては，きわめ　　女児の間に相違がみられたので，これをさらに分析した

て高かった巡動機能が，他のすべての領域よりも有意に 　ところ，表1のとおり，男児が唯一女児よりも高い結果

高く，また最も低い値を示した言語・理解は，さらに探　　を示した運動機能を除いて，すべての領域において女児

索・操作とも有意な差がみられた。一方，女児において　　の平均値が男児よりも育意に高い結果が示された。

も，最も低い値を示した言語。理解と，最も高い値を示　　　0歳から3歳頃までの発達における性差は十分に考慮

した運動機能との間に有意な差がみられたが，領域間の　　しなければならないが，保育環境との関連でみると，運

差は男児ほどにはみられなかった。　　　　　　　　　　動機能を除くすべての領域における女児の発達の優位性

このように，保育環境と発達との関連において，男児，　　について，興味ある結果が示されている。

一104一



網野他：乳幼児期における母性的養育轟あ相違乏癸逢に関する縦断的研究15｝

噛た1“運動機能レ探索｝操作な、ど他者との介在の要素

がや、薄い発達領域が，社会性〔・・情緒レ生活習慣芦言語，

理解など対人関係，保育者と保育児のがかわりを基盤と

する発達領域より も高い値を示し宅いるが言精神発達調

査をさらに種々の乳幼児を対象、どして実施する中で，．』こ

の傾向が保育所在園児に特有めものであるのがどζうがに

っいて検討を加える必要があるど考えられた。∴

；2． 』年齢別DQ値隻 ＝ 、ゴ ㌧ 討 ．．

年齢別にみた全体・DQ値は，・図 2のとお・りであ り・， 領

域別，年齢別にみたDQ値は1表2のとおりである。乳
児保育の時期よ・り庵1幼児保育の蒔期にある保育兜の方

が全体DQ値は高く，とくに2歳～2歳6カ月児のDQ

値は他のすべての時期よりも有意に高く，1歳未満児の

それは他のすべての時期よりも有意に低い結果がみられ

た。　 』r11 『一 　r
、』・

』

　この傾向は，運動機能において顕著にみられ，社会性

・情緒，生活習慣，言語理解では必ずしもそれが顕著で

はなかった，。、むしろ，保育所在園期間，保育所入園児月

齢による比較をあわせ行うことにより，この傾向の意義

がより明ら崩こなると考えられた。

図2　年齢別DQ値めプ占後）ネ酋ル…＝”

四

1くo

【20

Ioo

30

　　　　　　　　ノヤ　　　　　　　ー’　　 、、　　　　　ーン’　　　　　、、、
　　 　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、
　　　、　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、
　　　ノ■’1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、
　　〆　　　　　　　 、 』』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　
！ノ 　　　　　　　　　　　12＆7■■
－

　　　　　　　　　　1］7，4　　　　　1鳳3 　　　　　　　　　ll3．5
　　11L9　　　　　　　！　　　　　　　、、r一一一一，
　　　　　　ノ10舘　　、＿＿＿＿〆
　　　　　　！

　　〆　ノ　！！

一一”
一一一一…… 士ISD

～こ［　1　 1　　　　　1112’』
1　　歳1　　歳　　一’嶺2’
噸・　～警 、鼠～・ヤ』：’響・

　　　奪　翔＆　賀．
、、

P歳

陪3

　3i』在園期商別DQ値 、』1☆一i』ll屡 1二、跡r

・牲園網舶誌腔体bQ値1は1 齢幌お碇励，
領域別，在園期間別にみたDQ値は｝裏ぎめ乏お6であ

』るる在園期間が1・年を過ぎると参ドbQ値はぞれ以前より

も非常に高くなめ，又とぐ緒在園期間6か月未満と1’年6

　切・　 』．』1 礁．．lr・ドr』キ『、1 二r 涌Pゴ

表3．領域別，在園期間別DQ値とその有意差

運N
動

機M
能
　SD
探N
索
操M
作SD
社N
会

準M
情

．緒sp

生N
活
習M
慣
　SD
冨N
語

・　M
理
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σ1・

朝

’L ；一
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図3　在園期閤別DQ値のプロフィ一ル
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齢別DQ値の特徴とともに，入園時月齢別の傾向をあわ

せて確かめる必要がある。…

　4。 入園時月齢別DQ値

　そこで，さらに入園時月齢別にDQ値を比較したとこ

ろ，全体DQ値は，図4のとおりであり，領域別DQ値

は表4のとおりであった。入園時月齢は，年齢や在園期

聞ほどには，保育環境との関連でみた発達に及ぼす影響

はみられず，全体DQ値では，月齢による有意な差は全

くみられなカ》うた。　しかし，領域別では，運動機能にお

　　　～　　　　　　　0　　　　　　　3　　　　　　　5　　　　　　　12　　　　　　　28　　　　　　　勿
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　　　月かかかかか～　　　　　　月　　　　月　　　　月　　　　鱈　　　　　月

か月以上の間には有意な差がみられた。この傾向は，運

動機能のみならず，生活習慣，言語・理解の領域におい

ても顕著にみられた。

　また・探索操作・社会性・情績ID領壌IF布いても・在

．園期間が6か月未満よりもぞ受れ以上の長期にわたる方

が高い結果力慌みられたg、

　標育畷塊は，日中保護者からのseparationを伴うも

　のではあるが，長期的には発運にプラスの影響を及ぼし

ていると考えられる。これについては，先きにふれた年
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図4　入園時月齢別DQ値のプロフィール
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表4，領域別，入園時月齢別D　Q値とその有意差

　①

6か月

　②
9朝
　③
12か月

　④
18か月

　⑤
24か月

　⑥

30胡
　⑦
0か月～

　領域別，入園時月齢別

PQ値φ有意差（F検定）
運動歳能
NMsD 31

11．3

2．0

59

127．2

6．4

83

25．4

3．0

72

23．0

9．3

52

128．3

工．7

34

28．6

9．7

27

22．4

5．1

①x②，③， ④，⑥一曝

x⑤…牌準

探索操作
NM9 31116．922．3 58

17．4’

0．8

83

17．9

1．4

73

16．3

L4

52

18．6

7．3

34

工8．1

5．2

27

16．9

6．6

社会性・情緒

NM鋤
30

工7．1

4．8

59

15．3

3．0

83

20．4

2．0

72

14．6

1．9

51．

q8．4

2．9

3L、

11．3

19．6

27

09．7

2．0

①×⑤…廓

③x⑤…曝榊
×⑥，⑦…喰

生活習慣 N

M9

30

113』4

4．6

58

1418

9．6

82

12．2

2．2

70

10．2

8．2

51

16．
021．2

33

18．8

3．3

25

19．9

1．5

④x⑥，⑦一弊

言語・理解 NM9 30

11．5

2．0

、59、

10．6

9．1

83

10．7

2．4

73

08．1

1．1

52

11．6

7．1

34

15．7

6．0

27

12．4

3．7

轄零…1％水準，宰…5％水準
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網野他；乳幼児期における母性的養育環境の相違と発逮に関する縦断的研究151

“で，・月齢6か月未満で入園した保育児のみが，∫それ以

上の月齢で入園した保育児よりも有意に低い値を示して

おわ，・また社会性’』1情緒において‘逆に1歳未満という、

低月齢時に入園した保育児は，，・1・歳半以上時に入園した

・保育児よりも有意に高い値を示すなど，・領域によ蚤相違

がみられた。、子忌「 』』∫ 』㌧　一ド』・，ソ1・・、苧』、ン∫ゼ ！ナ

　・以上の結果を全体的にまとめると； iつぎのように言え
ち宅あろう。；1 歳未満児における｝舘paτatiσn1の経験は，

短期的には発達に対1してマイナスの影響を及ぼす可能性

があり，それは運動機能など他者との介在の要素がや、

薄い領域にお添そ♪まり顛著1ぎ謬ぢれる許ご方対火関係

　　　　　　　　　　△＝犀’＝’ヘンヤ ；・ r

を基盤とする領域のうち，社会性・情緒の尭蓮は，むし

ろ1歳未満時に入園した場合の寿が発達芦良好で参る豊

1いう考慮に値する結果も参られ零。

　しかしながら，そp後の長期鮒獄彰響皆みると，1歳
未溝尋も負堕2存軍期間が長1ぐ喉る畢全体的に発達に対

してプラズめ影響を及ぼしているこξが示されており㌔
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現在の保育所に入所する以前にも保育所に在園したこと

のある児童のグループであるという結果が示された。ま

た，その他何らかの養育経験のある児童グループが最も

低く，そのDQ値は，他のいずれのグループのそれより

も有意に低かった。この結果は，乳幼児期における保育

経験の意味をあらためて問うものであり，さらに例数を

多くみていく中で，検討を加える必要があると考えられ

た。

　6．評価者別DQ値
　これまでにみてきたDQ値ほ，すべて保母による評価

に基づいて考察を加犀てきたものである・今回の研究で

は・児章の発達状漉にっいて・保尽とともに保護者にも

その評価を体頼したQ両者の評価には，生活場面の相違，

主観的判睡Φ差などにより，相違爾みられるととが予想

された。界母及び保護者の評価者別年領域別艮び全体の

DQ値を参たものが図6で南るQ

凶

020

I　oo

8D

図6　評価者別，領域別DQ値の比較
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　いずれの領域にお（～ても保護者の評価によるDQ値の

方が高く，全体D⇔値で7．0の差がみられた。領域別で

にレ運動機能，生活習慣を除く3領域において，保母よ

りも保護者の評価によるDQ値が有意に高かった。中で

も社会性・情緒は，9．9の差がみられ，対人関係におけ

る発逮の評価は，実の親と保育者により判断の基準や観

点が異なる背乗の多いことがあらためて確認できたよう

に思われる。このこ とは，両親の評価による一般家庭児

の発達と，他の保育者，養育者の評価による保育所・幼

稚園あるいは児童福祉施設等に在園する児童の発達とを

単純に比較することが妥当ではないことを示している。

　7．情緒的行動的問題

　最後に，保育所に在園中の児童にみられる問題につい

て，期間別にみたもの魁図了である。最も多くみられ

るものは，指しわぶ軌物しゃぶりであり，児童全体の

3分の1を超えている。さらに後追いがはげしい，感情

が変りやすい，見知らぬ人や物へ不安を示す・人見知り

が全くない，と続いている。入園直後は，後追い，不安

などを示す児童が多いが，それらは次第に減少する。比

較的継続してみられるものは，指しゃぶり・物しゃぶり，

感情が変りやすい，不安，人見知りがない，多動などで

ある。これらの中には，発達上の一過性のもののほか・

保育における特別の配慮，あるいは専門的な指導を必要

とする児童も含まれていると思われる。

図了　期間別，情緒的行動的問題のみられる

　　児童数とその割合

朋 局
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w　要　約

　保育所に在園する3歳以下の乳幼児（13保育園，435

名）を対象として，separationの精神発達に及ぼす影

響にっいてパイロット・スタディを行ったところ，3歳

までの保育児に関してはつぎのような結果が得られた。

L　運動機能を除くすべての領域において，女児の発達

　の優位性が認められた。また領域別宅は，他者との介

　在のや、薄い発達領域の方が，対人関係や，保育者と

　保育児とのかかわりを基盤とする発逮領域よりもDQ

　値が高かった。これら性別，領域別にみられる特徴を

　みると，保育環境の及ぼす影響に相違があると考えら

　れた。
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網野他＝ 乳幼児期における母性的養育竣魔あ福遼芝廃蓮に衡する縦断的研究〔51

2　日中保護者からのs♀parationを伴う保育理境は，

短駒には発猷マィ ナス鋤畢灘すと脚れる
ものもみられるが・在園期間が長くな蚤程，全体的に

発達にプラスの影響を及ぼしていることが示唆されたじ』

とくに2歳台樽おける発逮が良好であることが示され・5

た。

　こ収とは・ 以前に締畔醐していた祉のむ．
る児童グループのDQ値が最も高がったこζζあわぜ，

　保育経験の質的内容について，また，年長児のその後

　夢発達につ勢て，さらに検討を加える必要性のある：こ

』とを示辱いる9　こ、、1
、f；」

餌麹児の発達の状況は評賭IFよ2て髄がみら

1鞄5とくに対人関係における発達の評価については，

実の親≧保育考によ遡騨準や観点カゴ異騨景
め多いことが認められだ。　尽 略』’』『』㌔莞
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退院時月令（ か月 日）

　　　　　記　入　の

　　　　お　願　い

お子さん（園児）の現在のB常生活の

伏況にっいて，つぎのとおりお答え下

さい。

領域は，運動機能，探策・操作．社会性

・侑緒，生活習慣，暫悟・理解の5つで

す。

回答の方法は各項目ごと1ζ

　　　　（Q）　できる

　　　　（x）　できない

　　　　（△）はっきりしない

の記号を用いて下さい

該当月令からお答えいただき、それより

下の月令項目では連続3つlr（○）でき

る」だうた らその段階まで，該当月令よ

り上の月令項目では連続3う「（×〉でき

ない」だったら，その段階まで記号をつ

けて下さい。

　例

　　　　　　　　　　　　重5カ月児

標準月令 原点

遷　動　戯　能

評

定

標準月令 原点

探　索　・　操　作

評定

1 夏
寝ていて，自由1こ首の向きを
える

聖 1 触れたものをつかむ

2 2 立てて抱いても首がフラフラ
ない

2 2 見たものを目で追う

3一 3 腹位で少しの問，頭を持ちあ
る

3 3 ガラガラを少しの問躍ってい

4 4 横位で胸を床からはなして頭
厨とをあげる

4 4 ガラガラを振ったりながめた
して遊ぶ

5 5 支えて坐らせると20分位は坐っていられる 4 5

6 6 しぱらくの肌ひとりで坐っ
いられる

5 6 体のそばにある玩興に手を伸
してつかむ

7 7 ひとりで坐っていて両手1こ玩臭をもって遊ぶ 5 7 あお向けで掩布を取り去る

8 8 あお向きから、うっ向き1ζ寝
りする

6 8 持っているものでテーブルな
をたたく

8 9 少しの支えで立っていること
できる

6 9 ガラガラを一方の手から他方の手に持ちかえる

9 10 20分ぐらい．つかまり立ちを
ている

7 LO 腹位で俺布から自由になる

9 u っかまり立ちをして片手で玩
をもっている

7 11 両方にもっているものを打ち
す

10 12 つかまって，ひとりで立ちあ
る

8 12 床に落ちている小さなものを
意してひろう

聖0 13 追う（各租のはいはいを含む） 9 13 ひとりで坐うていて箆布を取
去る

11 14
つたい歩き

iD 14

L2 互5 坐っている所に手をついて立
あがる

11 農5 ボールを投げると投げ返す

i5 16
2－3歩ひとりで歩く

12
皇6 鉛箪でめちゃくちゃができる

L5 17
しゃがむ 貰2 17 小さな積木を親指と示指でう

くつかむ

L5 L8
階段を這って昇る

15 18 太妓を2本の捉でたたく

標単月令 原　　点

迷　動　機　能

評定
正8
19 かなりよく走軌めったにこ
ばない

18 19
積木を2～3ケ面ねる

亘8 20 片手を支えられて陪段を昇る 皇8 20 机いすの下にもぐったり箱の
に入ったりして遊ぶ

ヨo L21
つかまってひとりで立ち．ヒが

2風 21
つまさきで歩く

21 2亀 鉛箪などで曲線をかく

10 13 邉う

2【 22 高い所（アーブル，イス）か
とびおりる

2亀 22 ポールを受け取ったり投げた
を繰り返す

21 23 手すり片手に支えられて階段
あがりおりする

21 23 人形や玩果の動物をおぶうた
抱いたりする

夏1 ユ4 つたい歩き O
24
鱗 両足でピョンピョンとぶ

24 24 積木を榔こ2－3ケ並ぺる

皇2 15 坐っている所に手をついて立
あがる

○ 24 25
ものにぶらさがれる

24 25 ままごと道興をいっばい並ぺ
超ぶ

15 夏6 2－3歩ひとりで歩く ○ 3G 26 すぺり台1ζのぽりすぺる
3D 26

一枚ずつ頁をめくる

監5
17
しゃがむ X 30 27 三翰毒のかじをとって揮して

く
30 27 聚物ごっこままごとごっこを

くする

15 18 階段を這って昇る ○
30 28 ひとりで1段ごとに両足をそ

え階段をあがりおりする
30 28 ハサミを使って紙布を切る

18 艮9 かなりよく走り、めったにこ
ばない

X
36 29 三輪肛1ζのってこぐ 36 29 円をまねて書く

L8 20 片手を支えられて階段を昇る O
36 30 足を交互に出して瑠段をあが 36 30 敵らしいものを書いて，目ロ

どをつける

36 3重 ヨーイドンの合図でかけ出す
36 31 積木を高くつんで倒れそうに

るスリルをたのしむ
21 2L

つまさきで歩く △ 42 32 隔段の2～3段目ならとびお
る

42 32 画翔紙いっばいに絵をかいて
をぬる

21 22 高いところからとびおりる X 48 33
でんぐり返りをする

42 33 積＊で長い線路をつくり30分
上遊ぶ

2ヨ 23 手すり，片手に支えられて階
をあがりおりする

× 54 34 スキッブを正しくする
48 34

熈板1ζ絵をかいて遊ぶ

24 24 両足でビ8ンピ3ンとぶ ×
54 35

ハサミで簡単な形を切りぬく

24 25 もの1ζぶらさがれる

記

お

入

願

の

い

お子さん（園児）の現在のB常生活の

伏況にっいて，つぎのとおりお答え下

さい。

O領域は，運動機能，探策・操作．社会性

　・侑緒，生活習慣，暫悟・理解の5つで

　す。

○回答の方法は各項目ごとに

　　　　（Q）　できる

　　　　　（x）　できない

　　　　　（△）　はっきりしない

　の記号を用いて下さい

O該当月令からお答えいただき、それより

　下の月令項目では連続3つlr（○）でき

　る」だうた らその段階まで，該当月令よ

　り上の月令項目では連続3う「（×〉でき

　ない」だったら，その段階まで記号をつ

　けて下さい。

例

重5カ月児

一110一

～
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撮準月令 雁点

社会性・憎繕
対　人　関　係）

評定
標箪月令

原点

生　活　習’慣

食耶・排泄・睡眠）

評定
標準月令 原点

言　旙　・理　解

評定

1 ユ 快いときにひとり第いをする 旦 1
窩　腹時に櫓で刺激すると顔を　けて欲しがる 1 1 操　または保育者に泣き声の意　がわかる

2 2 あやすと顔をみ七築う 2 2 腹一杯1ζなると乳首を舌で押
したり　をそむける

2 2

2 3 あやすと泣きやむが，人がは
れると泣く

3 3 乳をのむとき哺乳ビン1ζ手が
れている

3 3 Bu恥，1K血Kuという

3 4 そばで歩く人を目で追う 4 4 スプーンからのむことができ 4 4 キャーキャーいう

3 5 躍をたてて笑う 5 5
哺乳ビンを見るとうれしそう1ζする 5 5 ひとりで声を出して遊んでい

4 6 イナイナイパーアをするとよろ
んで笑う

6 6 離乳準侑食をじょうずにのみ
める

6 6 人1ζ向ワて音声を出す

5 7 見なれぬ人が来るとじうと見つめて衷情が変る 7 7 スプーンを母または保胃者の手から取り
げて目分の口に持ウていこうとする

7 7 アバ，アバ，アウアウ等多音
母膏を出す

6 8 手をさし出されると自分から
をのり出す

8 8 人が食ぺているのを見て欲し
る

7 8　’
ダ，バ等単音節をいう
ダダ…9バパ…）

6 9 担当保育者と池との区別がつ 8 9 離乳中緕食（かゆ）をじょう
に食ぺる

8 9
MaやMuを輿に出す

7 夏0 要求があるとき輿を出してお
なの注意をひく

9 10 茶わんなどを両手で縛ってロ
運ぶ

9 ・10 イヤイヤ，昌ギニ航バイバ
簿の動作をする

8 11 よく抱いてくれる人を見ると
分から体をのり出す

旦0 11 マンマというて食邪の儲促を
る

夏0 夏1 おとなのζとばを理解して行
（パイバイしましょう）する

9 塵2 母寂たは採溜者の注意をひこ
とする

旦1 且2

哺乳ビンを自分で持って自由1ζのむ

H 12 絵本の頁をめく嫌心にみる

10 重3 イケマセンというとはうきり
をひっこめて顔をみる

12 13 自分でスプーンを持ちすくっ
食ぺようとする

夏1 13 食ぺ物のことをマンマまたウ
ウマ等という

旦1 14
ものなどを相手にわたす 且5 耳4 水などひとりでのむといって

かず手伝うと怒る
12 且4

要求を3つ理解ずる（ネンネ，タッチ，いらっしゃい等）

12 里5

鏡に簾いかけおじぎをしたりしで遊ぶ

夏5 夏5 人に食ぺさせてよろこぷ 12 玉5 単語が2つ出る

艮5 ユ6

おとなの顔をうかがいながらいたずらをする

耳8 ユ6 食物以外は口1ζ入れなくなる 夏5
16 絵本を見て知うているものの
をいったり指したりする

掲 且7
子どもの中1ζまじってきげん
く遊ぶ

耳8 ・17

ヨーグルトなどスプーンを使てひとりで食ぺる

15 17 簡単ないいつげを理解する
OO持って来てちょうだい）

15 皇8 玩具を取り合う 耳8 i8 自分のロもとをひとりでふく 15 且8 目，ロ，耳など尋ねると指す

18 19 いけないというとふざけてか
ってやる

i8 19 自分の俳泄物に興味をもって
ている

夏8 　19 本を読んでとせがむ

互8 20 困難なζとに出会うと助けを
める

旦8 20 おしっこしたあとでチーチー
いって知らせる お 20 自分の名を呼ぱれるとハイと駆する

2i 21 おとな1こ鉛筆を埋らせてワン
ンなどをかけといってせがむ

21 21 おいしいものを食べるとオイ
イという

21 21 お話してやると静か1ζ聞くの
好きになった

21 22 母または保育者とままごとの
ね　　る

21 22
こぽすとふこうとする

21 22 おとなのいった蝉緬をオーム
　　る

21 23
他の子どもにしうぐする

21 23
靴をぬぐ

24 23
本をひとりでかなり長い問見て楽しんでいる

21 24
友だちと手がつなげる 24 24

大便をまちがいなく教える
24
怨 ナアそときく

24 25 子ども同士で追うかけっこを
る

24 25
靴をは’く

24 25
簡単な文を言う（達悟）

鍵
26
友運の名がいえる

3D 26 24
、26

皿謡に節をつけて部分的にうたえる

24 27
ほしいものがあってもいいきかせればがまんして待つ

30
留

おしっこの前1ζ教える（昼問は汚さない）

30 27 名前を尋ねると姓と名をいう

30 28 ふざけて母または保肖者を出さないよう戸を押えたりする
3D 28 のみこまないでブクブクでき

る
3D 28

自璋の名をいわて話をする

30 29 36 29
殆んどこぽさずにひとりで食ぺられる

36 29 ポク，ワタシ簿という

36 30
電話ごっこで交互に会諾する 36 3D

夜聞オムツ不要となる
36 3① 3縁文を操る

36 31 ままごと遊びを30分以上もで
る

42 3里

自分から小便1ζ行き，おとなの手をかけない

36 31 テレビで子どもが主人公の番
を熱心にみる

42 32 友だちとものを順番に使う
ぶらんこ奪）

48 32
鼻をかむ

42 32 ぢうして諸うしたの等と1’

48 33 かくれんぽでさがす役とかく
る役を理解する

44 33
自分の名前を読む

54 34 鬼ごっこができる

全　体

一11工一


